
確認プリント解答【中学校２年生】数と式 
 

① 

(1)  ３ｙ (2)  －４ｘ＋８ｙ (3)  ５ｘ－ｙ 

(4)  ２ｙ (5)     ２ab (6)  ２ｘ－ｙ 

(７)  ３ｘ＋２ｙ   

 

 

② 
(1)  １８ (2) ｙ＝２ｘ－５  (3)  ｙ＝

 −ｘ＋１  

４
 

(4) ｈ＝
ｓ

ａ
 (5) a＝

2S

h
  

 

③ 
(1) ｘ＝４，ｙ＝５  (2) ｘ＝

１

２
 ，ｙ＝

３

２
 (3) ｘ＝５，ｙ＝１３ 

(4) ｘ＝４ ，ｙ＝１ (5) ｘ＝２，ｙ＝－３ (6) ｘ＝－1，ｙ＝３ 

 

④ (1)   
ｂ

ａ
    ｇ (2)   ア 

 

⑤     ｎ＋１ 

 

⑥ (1) ｘ－ｙ＝３ (2)   エ 

 

⑦ (1)   ウ (2)  ウ 

(3)  ３ｘ＋２ｙ＝４６０ 

    ４ｘ＋３ｙ＝６３０ 

 

⑧    オ     ５００ｘ＋３００ｙ＝１９００ 

 



⑨       ウ 

 

 

⑩    ウ    ２００ｘ＋１２０ｙ＝２１６０ 

⑩

別解 

   イ   ｘ－ｙ＝６ 

   エ   ２００ｘ－１２０ｙ＝１４４０ 

 

⑪ 

(1) 

（解答例１） 

 ４（ n －３） 

 n －３は整数だから，４（n－３）は４の倍数である。 

 したがって，はじめの数としてどんな整数を入れても，計算結果は    

 いつでも４の倍数である。 

 

（解答例２） 

 ４n－１２ 

 ４n，１２が４の倍数で，４の倍数の差は４の倍数だから， 

 ４n－１２は４の倍数である。 

 したがって，はじめの数としてどんな整数を入れても，計算結果は   

 いつでも４の倍数である。  

(2) 

 ・アを選択し，４，２ のいずれかを解答 

 ・イを選択し，２ と解答 

 

 

 



⑫ 

（解答例１） 

イを選択し， 

通常料金 a について，団体料金の１０人分が通常料金の何

人分にあたるかを表す式に，a が含まれていないので，通常

料金が変わっても，団体料金の１０人分が通常料金の何人

分にあたるかは変わらない。 

 

（解答例２） 

イを選択し， 

通常料金 a について，団体料金の１０人分が通常料金の何

人分にあたるかを求める計算過程で a がなくなるので，通常料

金が変わっても，団体料金の１０人分が通常料金の何人分に

あたるかは変わらない。 

  

⑬ 

(1)   ① ２ｎ＋３   ② ３ (3)    エ 

(2) 

 （解答例） 

 ５（２n ＋５） 

 ２ n ＋５は中央の奇数だから，５（２ n ＋５）は中央の奇数 

 の５倍である。 

 したがって，連続する５つの奇数の和は，中央の奇数の５倍 

 である。 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑭ 

(1)  ４×１５  又は  １５×４  (3)    エ 

(2) 

 （解答例） 

 ４（n＋３） 

 ｎ＋３は自然数だから，４（n＋３）は４の倍数である。 

 したがって，四角で４つの数を囲むとき，４つの数の和はいつ

でも４の倍数である。 

 

⑮ 

(1)  １８＋１８ ＝３６ 

 （左辺を２×９＋２×９， 

  又は右辺を４×９と解答してもよい） 

 

(2) 

 （解答例） 

 ４（n＋１） 

 ｎ＋１は整数だから，４（n＋１）は４の倍数である。 

 したがって，差が４である２つの偶数の和は，４の倍数になる。 

(3) 

 （解答例） 

差が４の倍数である２つの偶数の和は、４の倍数になる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑯ 

(1)  ３６  

(2) 

 （解答例） 

 ３（n＋２） 

 ｎ＋２は整数だから，３（n＋２）は３の倍数である。 

 したがって，はじめの数にかける数が２，たす数が６ならば，計

算結果はいつでも３の倍数である。 

(3) 

 （解答例） 

 はじめの数にかける数が３，たす数が４ならば，計算結果はい

つでも４の倍数になる。 
 


